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 岡崎竜城ライオンズクラブ http://www.lctatsuki.com 

教育文化賞は、岡崎市の教育文化の向上に寄与した個人および団体に対し、その功績を称え、表彰しております。 

 

毎年度、申請、推薦のあった個人、団体を対象に、教育文化に関わる学識経験者より選任された 

選考委員会による厳格な審査を経て、受賞者を決めさせていただいております。  

本年度第38回には、個人17人、団体21組の申請･推薦がありました。 

審査の結果、受賞者 個人２人 団体２組 が決まりました。 

受賞者のご紹介は次号で掲載させていただきます。 
 

教育文化賞は、岡崎竜城ライオンズクラブが発足時より 

今日に至るまで、岡崎市・同教育委員会とともに継続して 

開催するアクティビティーです。 

昨年第37回｢教育文化賞｣授賞式記念撮影の様子 

 毎年、木村資生博士の銅像の前で行われます。 



 教育文化賞 その歴史について 

 教育文化賞受賞者の記念撮影は、木村資生博士の銅像の前で行われます。 

  岡崎市出身の木村博士は「分子進化の中立説」の提唱者で、 

  ダーウィン･メダルを日本人で唯一受賞した集団遺伝学者です。 

    解説「分子進化の中立説」 リンク先：国立遺伝学研究所HP 

      http://www.nig.ac.jp/museum_080501/evolution/C/bunsi-02.html 

 

   平成12年9月 岡崎竜城LC25周年記念事業で木村資生博士の銅像建立 
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第910回会員親睦懇親一泊例会 2010年10月15日 午後17時30分～「寿亭」 

第911回例会  2010年10月27日 午後12時30分～ 定例会場 

御在所岳の麓、国登録有形文化財に 

指定された「水雲閣」を有する老舗旅館の 

「寿亭」において、会員の親睦を図る目的 

の一泊例会が行われました。 

 

異常な気象は御在所岳の紅葉の見ごろ 

にも影響したようで、私たちの期待通り 

の景色とはいきませんでした。 

 

例会担当は、計画委員会、司会はL.川端 

により執り行われました。 

例会終了後、懇親会に移り、日頃は時間 

の制約でなかなか会話もままならない 

会員同士も、今日ばかりは、時間を気に 

せず親睦を深めることができました。 
 

編集後記 

「ものづくりは人づくり」とはよくいったものです。 

ライオンズクラブでは、青少年育成に取り組み、 

未来の懸け橋をかけようと努力しているものだと確信 

しております。 

浅井先生が紹介くださった言葉で、「人間ならば誰 

でも現実のすべてをみえるわけではない。 

多くの人は、見たいと欲する現実しか見ていない」。 

リーダーの条件についてふれられたときのものです。 

カイサルにみるリーダーの条件（塩野七生）によれば 

1) 知性 2)説得力 3)肉体上の耐久力 4)自己制御の能力 

5)持続する意志 

変化に適応できる人材の養成も不可欠だと思います。 
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  卓話講師に名古屋大学 浅井先生をお招きしました 卓話演題 「自然に学ぶ ものづくり」  

卓話の前に、ＬＣＩＦ献金の表彰がありました。 

Ｌ．角谷静男 が献金をされ表彰されました。 

 

会長L.村越の招聘により、名古屋大学名誉教授の浅井滋夫先生 

のお話を聴きました。 

 

「自然を支配する」という発想から、「自然に学ぶ」に転換し

たとき、競争から共生へ価値感が移行できる。 

自然の摂理を学び、考え、創造するとき新たな「ものづくり」

が始まる。 

浅井先生は、生物に備わった撥水性の機構を応用して作った 

素材で茶漉しの網部に処理を施した「水の漏れない茶漉し器」

を手に、大きなヒントを私たちに下さいました。 

 

また、組織の存続の鍵についてもお話くださいました。 

ダーウィンの進化論から、「強い者、大きい者が生き残れるの

ではない。環境の変化に適応できる者こそが生き残れる」。 

また、マキアヴェッリ語録より「何しろ運命というのは変わり

やすい。それゆえ、この変わりやすい運命の波に呑み込まれな

い道はただ一つしかない。即ち、時の流れと自分のやり方を合

致させることである。これに成功した者だけが生き残ることが

できる」（塩野七生）。を引用されました。 

 

先生のご趣味は、テニスと川柳、 

フランシス･ベーコンのことば 

Joking sometimes is useful tool to bring the truth. 

で卓話を締めくくられました。 

超撥水処理で水を通さない茶漉しを手にされる浅井先生 


